
別紙 

 

○ 行政書士法（昭和二十六年法律第四号）抄 

（帳簿の備付及び保存） 

第九条 行政書士は、その業務に関する帳簿を備え、これに事件の名称、年月日、受け 

た報酬の額、依頼者の住所氏名その他都道府県知事の定める事項を記載しなければな 

らない。 

２ 行政書士は、前項の帳簿をその関係書類とともに、帳簿閉鎖の時から二年間保存し 

なければならない。行政書士でなくなつたときも、また同様とする。 

  （行政書士の責務） 

 第十条 行政書士は、誠実にその業務を行なうとともに、行政書士の信用又は品位を害 

するような行為をしてはならない。 

  （行政書士に対する懲戒） 

 第十四条 行政書士が、この法律若しくはこれに基づく命令、規則その他都道府県知事 

の処分に違反したとき又は行政書士たるにふさわしくない重大な非行があつたとき 

は、都道府県知事は、当該行政書士に対し、次に掲げる処分をすることができる。 

  一 戒告 

  二 二年以内の業務の停止 

  三 業務の禁止 


